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春
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
季
節

風
の
影
響
で
火
災
の
規
模
が
大
き
く
な
り

や
す
い
時
期
で
す
。

　

日
ご
ろ
忘
れ
が
ち
な
防
火
意
識
を
思
い

起
こ
し
、
住
民
・
事
業
所
・
消
防
機
関
が

一
体
と
な
っ
て
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
の

発
生
や
財
産
の
損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
増
加

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
毎
年
全
国

で
千
人
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
約
六
割
が

六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　

出
火
原
因
は
、「
こ
ん
ろ
」
が
第
一
位
、

次
い
で
「
た
ば
こ
」、「
放
火
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◆　

火
災
か
ら
守
る
た
め
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

【
火
を
出
さ
な
い
】

　

火
災
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
に
は
、
安
全

装
置
が
つ
い
た
調
理
器

具
や
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
こ
と
が
有
効
で

す
。

【
早
く
知
る
】

　

火
災
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
に
、
寝
室
や

台
所
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
取
り
付
け
て
お

け
ば
、
火
災
を
い
ち
早

く
発
見
し
、
就
寝
中
で

も
音
で
火
災
の
発
生
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
火
を
広
げ
な
い
】

　

火
災
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、
着
火

物
と
な
る
カ
ー
テ
ン
や

寝
具
類
な
ど
に
燃
え
に

く
い
「
防
炎
品
」
を
使

用
す
る
こ
と
が
有
効
で

す
。 

【
早
く
消
す
】

　

火
災
を
初
期
の
段
階
で
早
く

消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器

や
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具

な
ど
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
（
ス
プ

レ
ー
式
）
簡
易
消
火
具
は
、
高

齢
者
に
も
扱
い
や
す
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
火
災
に
有
効
で

す
。
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～住宅防火　いのちを守る　７つのポイント～

３つの習慣

○寝たばこは、絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用
する。

○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消
す。

４つの対策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置す
る。

○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防
炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を
設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。

早期に住宅用火災
警報器を設置しま
しょう

防炎品で身の回りの安全対策を！

春季全国火災予防運動
３月１日～７日

安全暖房器具・安全調理器具を使いましょう


